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株式会社日本レースプロモーション 

 

10 月 26 日（土）～27 日（日） 

2019 年 全日本スーパーフォーミュラ選手権 最終戦 第 18 回 JAF 鈴鹿グランプリ 

予選結果速報 
 

アレックス・パロウ （ティーシーエス・ナカジマレーシング）が、 
今シーズン 3 回目のポールポジション獲得！ 

 

2019 年 全日本スーパーフォーミュラ選手権 最終戦 第18 回JAF 鈴鹿グランプリの公式予選が、鈴鹿サーキット国際レーシングコー

ス（1周： 5.807 ｋｍ）で行われ、アレックス・パロウ （ティーシーエス・ナカジマレーシング）が、1分35秒972のタイムで、今シーズン3回

目のポールポジションを獲得した。 

 

今大会は、第3 戦スポーツランド SUGO 大会、第6 戦岡山大会同様、予選Q1 は、全20 台を 2 つのグループ（A 組と B 組、各10 台）

に分け、各グループ上位6 台、計12 台が Q2 に進出する方式で行われた。 

 

青空が覗く曇り空の下、ドライコンディションで行われた予選Q1。A 組は、１分37秒871を刻んだパロウがそのままトップで通過。午前

中のフリー走行で車体が転覆するアクシデントによりマシンの修復を余儀なくされたハリソン・ニューウェイ（ビーマックス・レーシング ウ

ィズ モトパーク）だったが、Q1 最後に 6 位に滑り込み、Q2 進出を果たした。B 組は、福住 仁嶺（ドコモ・チーム・ダンディライアン・レー

シング）が１分37秒296でトップ通過。また急遽参戦のスーパーフォーミュラ初ドライブのユーリ・ビップス（チーム・ムゲン）は、B組10番

手で Q1 敗退となった。 

続く Q2 でも、Q1 B 組トップ通過の福住が１分36 秒124 でトップをキープ。ランキングトップの山本 尚貴（ドコモ・チーム・ダンディライ

アン・レーシング）は 3 番手、ランキング 2 位のニック・キャシディ（バンテリン チーム トムス）は 8 番手で Q3 に進出した。 

注目の Q3 は、ランキング 3 位のパロウ が、コースレコードにはわずかに及ばなかったが 1 分35 秒972 の予選トップタイムで、ポー

ルポジションを獲得した。2 番手には、1 分36 秒084 で野尻 智紀（チーム・ムゲン）、3 番手にはルーカス・アウアー（ビーマックス・レー

シング ウィズ モトパーク）が、1 分36 秒236 で続いた。山本は 5 番手、キャシディは 6 番手で、Q3 を終えた。 

これにより、1 ポイントを獲得したパロウが、トップ山本と 3 ポイント差で、明日決着の時を迎える。 

 

決勝レースは、10 月27 日（日）14 時00 分スタート予定。 

 ＊記録の詳細は、別途添付公式通知「公式予選 正式結果表」をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アレックス・パロウ（ティーシーエス・ナカジマレーシング）が、今シーズン 3 回目のポールポジションを獲得！ 

 

 

 

＊この件に関するお問い合わせは、下記までお願いいたします。 
株式会社日本レースプロモーション（http://www.superformula.net/） 

102-0074東京都千代田区九段南2-3-25 平安堂ビル 
e-mail：media@superformula.net  Tel:03-3237-0131 Fax：03-3237-0135 

 



 

 

 


